
研究成 果情報 畜 産 ９ 肉用牛 肥育

新技術・情報名
交雑種去勢牛（ＢＤ）に対する肥育前

期飼料のＴＤＮ水準
分類 ③

1．成果の内容

1)技術、情報の内容及び特徴

交雑種去勢牛（黒毛和種８Ｘホルスタイン種早：ＢＤ）の肥育において、

良質肉を得るための肥育前期飼料の乾物中ＴＤＮ水準を明らかにした。

（１）肥育前期飼料のＴＤＮ水準を７６％種度まで高めることにより、ＴＤＮ

摂取量が増加し、脂肪交雑が改善され、肉質等級が向上する。

(2)肥育前期飼料のＴＤＮ水準が７０％程度では、ＴＤＮ摂取量の減少と肥

育後期の増体鈍化を招き、肉質等級は向上しない。

2)技術、情報の適用効果

交雑去勢牛の肉質改善のための、

用できる。

給与飼料設計に関する情報として利

3)適用範囲

関連の試験を実施している研究機関及祇技術指導者。

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

(1)交雑種去勢牛の肥育技術確立の一助となる。

(2)飼料給与は、濃厚飼料と粗飼料を完全に混合し、不断給与とする。

(3)混合飼料の配合割合の事例は、下記のとおり（原物比：％）。

ﾒｨｽ、i燕Ｉ鷲給与繍稲’ﾍｲｷﾕーｱ
配合

ＡＢ

前期（ＴＤＮ７０％）

前期（TDN76%）

後期（ＴＤＮ８０％）

７．４７．４４３．２２．５８．６３０．９
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注）Ａ：原物中TDN70%､DCP11%、Ｂ：原物中TDN72%､ＤＣＰ９％
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2．具体的データ

表１発育状況 (平成２～３年）

前一後期開始
TDN水準（%)月齢

体重（kg）

開始時一前期終了時後期終了時

後期終了時

肥育度指数

7０－８０

７８－８０

９．０

８．６

３２３±３１

３１６土２４
492±６(１．２１）
470±４３(1.10）

738±４５(０．７４）
730±４０(０．７９）

５１８±３４
５１６±３２

注）①DCP水翠：前期10％・後期９%、粗飼料割合：前期１５％・後期１０％
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表２飼（平成２～３年）

前一後期乾物摂取堂（kg/日）TDN摂取量（kg/日）飼料効率（kg）
TDN水準（%）前期後期全期間前期後期全期間前期後期全期間

7０－８０

７６－８０

８．４２７．７９

８．４４７．９７

７．９８

８．１１

５．９０６．２５

６．３９６．４０

注）飼料効率：１kg増体に要したTDN童

６．１５

６．４０

４．８８８．４３

５．８２８．１４

６．９９

７．２８

表３枝肉格付状況（日格協評価） (平成３年）

TDN歩留一肉質
水準(%）等級（頭）

一重量（ｋＥ､％）
屠前枝肉歩留

７０‐８０Ｂ‐４：１，Ｂ－３：３
７８－８０Ｂ‐４：４，Ｂ－３：１，c‐４：１
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7２６
７０８

4１４
４２４
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３．３
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5７．０
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３．８
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３．３

３．８

４２．５
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3．０

３．０

６．０
６．０

４．０

４．０

２．３
２．１

４．０
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